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「子どもたちを本の世界へ」 

大盛況のうちに閉幕 
 

2023年度フォーラム「子どもたちを本の世

界へ」を8月19日(土)千代田区出版クラブホー

ルで開催、167名が参加しました。午前の基調

講演では児童文学作家のくすのきしげのりさ

んをお迎えしました。ご自身の教員時代のお

話や、作品の背景と登場人物の相関等の内容

を交えながら「物語る力のある作品」を読む

ことの大切さ、「想像する力」を育てること

の重要性をお話しされました。参加者のアン

ケートでは「この時代だからこそ大切にして

いきたい内容」といった感想が多数寄せられ

ました。 

午後は学校図書館司書の徐 奈美さん（関東

学院小学校）とJPIC読書アドバイザーの越高

一夫さん（ちいさいおうち書店店主）による

「ブックトークの講義＆ワークショップ」を

二手に分かれて実施しました。今後もJPICで

は子どもの読書を重要視し事業を展開してい

きます。 

NEWSについてのお問合せや詳細資料ご希望の

方は、事務局までお申し付け下さい。 

JPIC HPアドレス：https://www.jpic.or.jp 

賛助会員様のイベント情報を発信します！ 

第4回 東京版権説明会 

11月1日、2日開催 
 

来たる11月1日(水)、2日(木)の2日間、東京都

立産業貿易センター台東館にて「東京版権説明

会」を開催します。日本の出版コンテンツの海

外展開を促進するため、2015年に出版社有志

によって立ち上げられた同会は3年ぶりの開

催。今年度から新たにJPICが事務局に加わり

ました。日本と世界各国の出版関係者が一堂に

会し、2日間にわたって直接商談をおこない、

海外へ日本の出版物の普及を図るとともに、国

を越えた出版界の交流もめざします。日本から

の参加出版社は63社（9月4日現在）。海外から

は韓国、中国、台湾、インドネシア、タイ、ベ

トナム、トルコ、バングラデシュ、オーストラ

リア等10か国、計63名がエントリー。さらにさ

まざまな国に発信し、来場者の増加を促進して

いきます。 

越高一夫さんのワークショップ 

2023年度 

読みきかせ関連講座 

各地ではじまる  

 
7月23日(日)大阪市で、「読みきかせ講座 学び

を深める編」を開催しました。保育者でりんごの

木代表、メディアでも活躍中の柴田愛子さんを

特別講師に迎え、創作絵本の読みきかせや子ど

もに接する大人のあり方、りんごの木で過ごす

子どもたちのエピソードをお話しいただきまし 

た。参加者は日ごろの活動を後押しする講演

に活力を得た様子でした。 午後前半はJPIC読

書アドバイザーが模擬おはなし会に加え、年

齢別に差し替えできる絵本の紹介、すぐに役

立つ情報や、おはなし会における著作権につ

いて講義しました。後半は参加者が少人数の

グループに分かれ、持参した絵本の読みきか

せを一人ずつ実践。JPIC読書アドバイザーが

アドバイスをしながら進行し、今後のおはな

し会に備える場としました。その後、活動の情

報を交換したり、持ち寄った絵本を見てま

わったりと、会場は活気に満ちていました。 

8月6日 (日 )は、札幌市で「読みきかせサ

ポーター講習会 基礎編」を開催。北海道出

身の絵本作家 ひろかわ さえこさんにご登壇

いただき、著書の創作エピソードやご本人の

読みきかせなどを講演いただきました。午後

はJPIC読書アドバイザーが子どもに絵本の楽

しさを伝える読み手の心得や準備などの講義

をおこないました。 


